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当社の航空機向け炭素繊維複合材料事業の歴史

1970

1980

1990

2000

2010

炭素繊維・プリプレグの商業生産開始1971

ボーイング737 二次構造材に採用1975

Soficar社（仏）設立：欧州での炭素繊維生産開始、B767就航（二次構造材に採用）

A310-300就航（一次構造材にT300採用）

1982

1985

1992 TCA社（米国：シアトル近郊）設立：米国でのプリプレグ生産開始
1995 B777就航（層間強化プリプレグ”T800H/3900-2”が、一次構造材に採用）
1997 CFA社（米国）設立：米国での炭素繊維生産開始

A380就航（一次構造材にT800S採用）、ボーイング787ロールアウト
Boeing社と787向け材料供給基本契約締結2004

2007

次世代航空機への展開

Boeing787就航2011

A350-900就航2014

1966

1961

炭素繊維用アクリル繊維開発、炭素繊維製造技術確立
炭素繊維本格研究開始
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一次構造材用材料の特徴（層間強化プリプレグ）

プリプレグ表層に
高靱性粒子を均一配置

層間強化プリプレグ通常のプリプレグ

炭素繊維
ﾏﾄﾘｯｸｽ樹脂
（エポキシ）

成形品（CFRP）

複合材弱点の耐衝撃性を改善するプリプレグを世界に先駆けて設計
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コンポジットの破壊を設計することで、

高い力学特性と信頼性を確保。

航空機の軽量設計に繋がる。
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７７７：
一次構造材に適用開始

2000-2010 1990-2000 1980-1990 1970-1980 

777 757, 767 787 

＋ラダー
＋エレベータ
＋スポイラー
＋フェアリング

＋脚ドア

＋主翼
＋中央ウィングボックス
＋胴体

＋水平尾翼
＋垂直尾翼
＋フロアビーム

747-400 737   737-300 

＋ウィングレット
＋フロアパネル

B7E72011就航
運航コスト20%
ダウン目標

787  ７８７：
構造材をオールコンポジット化（５０％）

スポイラー

航空機CFRP使用部位の拡大 -ボーイング社-

777
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米国：Hi-Rate Composite Aircraft Manufacturing PJ (HiCAM)

（素材メーカー）

次世代小型機に向けて、競争力の高い複合材料活用技術をNASA主導で推進

情報アクセスは米国限定（ITAR）のため、現地での開発が必須

対象複合材料：
熱硬化プリプレグ、RTM、熱可塑テープ
目標： ８０SS/月、30-50%コスト削減

部材重量（±２％）

材料・成形プロセス・部材設計を総合的に
取り組む。参加企業は協力／競争関係
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欧州： Clean Sky２ PJ (2014-2024)
CO2:75%、Nox:90%、騒音:95%の削減（@2050)を目指した次世代機技術PJ

Green Reginal Aircraft/Smart Fixed Wing Aircraft/Green Rotorcraft
Sustainable and Green Engine/System for Green Operation/Eco Design

Eco Design：熱可塑複合材を用いた胴体の開発

熱可塑（LMPAEK)を用いた炭素繊維
複合材料を適用

・オートクレーブレス成形、
・溶着接合
・リサイクル性向上
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欧州のオープンイノベーション（材料視点）

仏EMC2

独CTC英NCC

西FIDAMC

各国エアバスに隣接したオープンイノベーション拠点を通じて開発を促進
各国政府からの補助金を入れて、開発を強化。将来事業獲得を目指す

Tier1: Airbus, Aramco, BAE System, Baker Hughes, GKN Aerospace, Leonard, Network Rail
Rolls-Royce, Spirt Aerospace, Subsea7, Toray, Vestas

Tier2:  14社、Associate: 19社
複合材料活用技術開発の拠点。２０２２年にRIで１７ｍ級の次世代小型機主翼を成形
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航空機のサプライチェーン俯瞰：どこに競争力を持つのか？

材料設計
積層設計

形状設計
構造設計

最終製品
機能
コスト
リサイクル

基材
プリプレグ
織物

部材成形
オートクレーブ
ＲＴＭ、プレス

組立
接合
加工

メンテナンス
非破壊検査
補修

設計

成形

構成材料
繊維
界面
樹脂

材料

材料～成形・加工～設計が同時進行
各国が次世代機に向けて開発推進

後加工
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国内航空機産業強化に向けた提言

１．強い要素技術の育成・明確化：
欧米では、次世代小型機に向けて機体トータルコスト削減と、生産レート向上のPJが進行中。
いかなる技術で、欧米PJに参画している競合に勝っていくのか明確化が必要。

２．国際協業を担う開発拠点の整備・育成：
開発技術の事業化には、OEMとの国際協業を通じた最終ゴールのビジョン共有が必要。

グローバルに勝てる技術を育成（競争）、協業促進には日本を代表する開発拠点の整備、人
材育成、新技術にチャレンジできる環境（資金）が不可欠。実証機は、この活動の延長にある。

３．生産技術の高度化
次世代小型機は、生産技術のイノベーションが不可欠。材料メーカーとTier1各社を繋ぐ
設備メーカーの育成が必要。（自動化・無人化、ユニット化、DX化、検査技術）




